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ま え が き

知 床 半 島 は 、北 日本 に お け る分 布 か らみ て 、ハ

イ マ ツの 代 表 的 な成 育 地 の ひ とつ で あ る(舘 脇 、

1935)。 この 半 島 に お け るハ イマ ツ群 落 は 、 国 境 稜

線 をは じ め 、主 稜 西 側 や南 西側 に形 成 され 、 海 別

岳 、遠 音 別 岳 、羅 臼 岳 、硫 黄 岳 、 知 床 岳 な ど には

大 群 落 が み られ る(鮫 島 ほ か 、1981)。

筆 者 は 、1981年9月 上 ～ 中 旬 に、 斜 里 町 知 床 峠

に お い て 、 ハ イマ ツ群 落 の現 況 調 査 を した 際 に 、

そ の 大 き な球 果 に注 目 した 。 そ れ で 、 それ ら を採

取 して 、 球 果 お よ び種 子 の形 態 を測 定 して み た 。

こ れ まで の 諸文 献 に お い て 、 ハ イ マ ツの 球 果 お

よ び 種 子 につ い ては 、 量 的 に、 ま た産 地 毎 に詳 し

く測 定 さ れ た デ ー タ が み られ な い よ うで あ る(浅

川 ほ か 、1981)。 知 床 峠 に お け る こ の研 究 が 、他 地

域 に お け るハ イマ ツの 球 果 ・種 子 の 形 態 、 また 、

動 物 の 食 性 、種 子 散 布 な どの 研 究 に、 基 礎 資 料 と

して 、 い く らか で も役 立 て ば 幸 甚 で あ る。

本研究に発表の場 を与 えられた斜里町立知床博

物館の佐藤秀雄館長に感謝するとともに、調査に

協 力された北海道立林業試験場の斎藤 満、鈴木

悌司の両氏、および斜里町の大瀬 昇氏、佐々木

公彦、荒木敏文両君に謝意 を表する。

ハ イ マ ツの 特 性

ハ イマ ツ(P∫ η粥 ρπm∫ZαRege1)は 、次 の よ

う に分 類 され て い る(Mirov,1967)。

マ ツ科Pinaceae

マ ツ亜 科PinoiUeae

マ ツ属Pinus

.五葉 松 亜 属(節)Hapl・xy1・n

ハ イマ ツ至再節Cembra

ハ イマ ツ類Cembrae

ハ イマ ツ類(GroupCe勅 γαε)は 、 葉 が5本

づ っ 束 生 し、種 子 に翼 の な い グル ー プ で あ る。 こ

の グ ルー プ に 入 るの は 、 わ が国 で は 、 本 州 中部 に

分 布 す る、 大 高 木 の チ ョ ウセ ンゴ ヨ ウ(P.肋 γ一

碗eηsおSieb.etZucc。)で あ る。 この グル ー プ

に属 す る5種 の 分 布 や 生 態 は 、 表1の よ うで あ り、

い ず れ も高 緯 度 な い し高 山 帯 に成 育 す る。 また 、

チ ョ ウセ ンゴ ヨ ウ を除 け ば 、 ハ イ マ ツ類 は 、環 境

条 件 が厳 し くな る と、 葡 旬性 と な る。

なお 、 北 海 道 の 西 南 部 にみ られ るキ タ ゴ ヨ ウ マ

ツ(ヒ ダ カ ゴ ヨ ウ、P.ρ αγvガ♂oγαvar.pe撹 αP一

んy〃αHenry)は 、種 子 に翼 が あ り、 ハ イ マ ツ亜

節 で あ る が 、ス トロー ブ マ ツ 類(GroupSレ06の

に属 す る。

ハ イマ ツ は 、北 海 道 、'本州 中部 以 北 、 カ ム チ ャ

表1.ハ イ マ ツ 類5種 の 分 布 ・生 態(Mirov,1967;ほ か)

学 名 口禾 名 分 布 域 成 育 地 生 活 形

P加 ω5ρ 初ηL∫ZαRege1 ハ イ マ ツ

P.んoγ αゴθη5ぎ5Sieb.etZucc.

チ ョ ウ セ ン ゴ ヨ ウ

P.5必 ∫γ∫cαMayr

P.ccη め γαLinn.

シ ベ リ ア マ ツ

北 日本、沿海州、シベリア東部 高 山

本 州 中部 、朝 鮮 、中 国 東 北 部
、 沿 海 州

シベ リア 中部

ヨーロ ッパ ハ イマ ツ ア ル プ ス 山 脈

P.αZ6∫cα 配 ∫sEngelm.シ ロ カ ワ ゴ ヨ ウ 北アメリカ西部

葡旬低木

河谷、低山～亜高山 大 高 木

平原、河谷、山地 小高木

高 山 小高木～高木

高山(北 斜面)小 高木
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ッ カ、 束 シベ リ ア に 分 布 し 、 お'もに 高 山 君}(わ余こ!面

に ノくき な群 落:をつ く り、 ハ イマ ツ帯 と よ ば れ る

幹 は上也 ヒをは:い、 高 さ1～3mに な り、f犬条 更新

をす る な ど、 マ ツ科 び)樹木 と して は特 異 な 分 布 ・

生 態 を もつ(宮 部 ぽ か 、1920;ノd・ 、1965;ぽ か)

こ れ の 群 落 の 成 育 状1兄は 、 微:気候 的 に 、.ヒ壌 自勺

に 、 そ して 生 存 競 争 に お い て も 、 高 山 帯 の環 境 条

件 に 大 きい 影響 力 を もつ とみ られ る。 つ ま り、 そ

の 密 な 幹 枝 葉お よ び落 葉 層 に よ る 山 体 の.被覆 効 果

は 、 高lh帯 の土 壌 の 凍 結 ・融 解 お よ び 侵 食 防 止 に

作 川 し、 その 消.長は 高 山帯 の ・」・低 木 や 草 本 の 繁 茂

に い ち じる し く影㍗¥す る(ltoeta1.,1976;マ 中

津 、1979;ほ か).ま た 、そ の 分 布 パ ター ンは 、 積

雪 深 、 なだ れ 、一季節 風 、.一1:壌の 酸 性 度 な ど の 月 安

と もな る(舘1協 、1935;ほ:.か),,

こ の種 子 は 、 高 由 帯 に 生息 す る哺 乳 類 、 鳥 類 な

どの 食糧 と して 高 い ウ ェ イ トを 占 め る とみ られ 、

ヒ グマ 、 シマ リ ス、 ネ ズ ミ類 、 ホ シガ ラ ス な ど に

食 べ られ る(r与 ノト、198/;プ ロ ノ・レ イ、1972;清

{妻、1978)。 また 、 シマ リ ス、 ホ シ ガ ラ ス な どは 、

この 種fを あ ち らこ ちらに隠 匿 貯 蔵 し(Scatter-

hoardmg)、 食べ 忘 れ られ た もの が発 芽 す る と い う

図1.球 果 の 採 取 場 所

(Ll三1一.L土也fl{!15ジ〔三1/5ノ.ブPく1「 羅 臼 」)

動 物 散 布(Zoochorvlの うナ)のSvnzoochorN・1)に

よ つて 、 ハ イマ ツの 種J㌃が 散 布 され る(Vancier-

Wallほ か、/977;ほ か)。

ハ イマ ツの 球 果 の生 ・ξ1は、 毎 年 で は な く、 周期

的 に豊 作 年 と不 作 年 が あ り、 この こ と が動 物 の 食

糧 と して重 要 な意 義 を もつ とい え る、、

そ して 、 マ ツ属 の球 果 が 、 開 花 か ら結 実 まで 、

2成 長 期 を必 要 とす る こ とは 、 ハ イマ ツ と高 山 帯

の 気 候 を検:言土す る と、 短 か い 成 長!朝 と対 応 して い

る と み られ る.し か し、 長 い 成 長期 をも つ暖 温 帯

～ 亜 熱 帯 の 同 属 種(た と え ば
、リュウ キ コ.ウマ ツ 、

P.1配 ん召(・η8～3Mayr)で も、illJじく2成 長期 を 要

し で球 果 が 成 熟 す る の で あ るか ら、 この こ とが 低

温 に由 来 す る とは い い が た い,,別 の 要因 、 お そ ら

く、 乾 燥 気候 に由 来 す る と み られ る,,

また 、㈲ 旬性 で、 積 雪 に適:応 し、 伏 条一更新 をす

る形 態 ・生 態 は 、 低 温 地 方 に適 して い る、,く り返

され た 氷 河 期 な ど を通 じて 、 チ ョ ウセ ンゴ ヨウ か

ら、 あ る い は 共 通 の 祖 先 と して の ハ イマ ツ 類 の 高

木 か ら、 種 と して の ハ イマ ツ が 分 化 して きた の で

は な い か と推 測 され る、.

球 果

球 果の 採 取 場 所 は 、 国 道3341}線 の 知 床 峠 か ら

羅 臼 岳 に向 っ で約100mの 稜線 ヒで・あ り、標 高750

mぽ どで あ っ た(図1)。

採 取 地 の ハ イマ ツ叢 林 の慨 況 は 、次 の よ うで あ

っ た 、

樹 冠 高

幹 の 直 径(地 ヒ0.3m)

〃(〃1 .3m)

年 輪 数(地 ヒ0.2～O.5m)

葉 の 長 さ(1978～81年)

1年 間 の 枝 の 長 さ(同 一ヒ)

1.9～3.1m

6～ ユ6cm

1～10cm

21～108

53～91mm

46～85mm

写 真1.ハ イマ ツ の球 果

左:熟 した2年 生 球 果 、一右 1年 生 球 果、
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写 真2.球 果 と 果柄 痕

A:2年 生 球 果 、B:ユ 年生 球 果 、C果

柄 痕 、D:1年 生 枝 、E:2年 生枝

1981年911ヒ 旬 に は 、球 果 は 褐 色 に熟 して い て 、

果柄 痕(PedUIlcle-scar)を 残 して落 下 した もの

もあ った,,こ の 年 の2年 生 球 果(Biennialcone,

maturecone)のID》 逢は 、 一大豊 作 とみ ら れ た 、,し

か し、1年 生 球 果(Annualcone,conelet)の 着

生 が き わ め て 少 な く、1982年 は不 作 の 兄 込 み で あ

る(写 真1)。

な お 、 果柄 痕 は 、 枝Lに 残 る か ら、 こ れ を追跡

す る こ と に よ り、 過 去 の ハ イマ ツ の豊 凶 作 年 の推

移 を知 る こ とが 一可能 で あ る(写 真2)。

諸 文 献 に よ る と 、 ハ イマ ツ の球 果 お よ び種 」㌃の

サ イ ズ と 形状 は 、 次 の よ うに記 載 され て い て 、 か

な りの 変 動 が み られ た(表2)。

球 果 の 形 状

採 取 した球 果の 形状 には 、 お お ま か に3つ の 一形

が み ら れ だ,卵 形 の球 果 が最 もぷ つ うで'あったが 、

球 形の も の 、 卵 状 長 だ 円 形 の もの もか な りあ っ た 、

繭 ツ∵1∵:議 叢雛識 碁∫'∴1・讐覧痴 轟

写 真3.球 果の3形

A:球 形～球状 卵 形 、B:卵 形 、C:卵 状 長 だ「り形

図2.球 果の 鱗 片 の巻 き方

A:.右 巻 き、B:左 巻 き

細 長 い球 果 ぽ ど 、種 鱗 の 先 端 部 が 外 反 す る傾 向 に

あ っ た(写 真3)。

種 鱗 は 、 中 軸 に らせ ん 状 に(ら せ ん数 は5)つ

い て い た が 、 その 巻 き方 に は 、基 部 か ら頂 部 へ 進

む と して 、 左 巻 き と右 巻 きの 両 タ イフ が あ り、 左

.巻き タ イフ が 多数 を占 め て い た(図2)
,,

球 果 の サ イ ズ

大 きめ の 、 い わ ゆ る良 果 を30個 選 び 、 長 さ 、最

表2.諸 文献 に よ るハ イマ ツ の球 果 お よ び種fの サ イズ と形状

球 果

王乏 さ(cm)1肖:テ ・嚢(cm)∫ 形 ♪1犬

3,5～ ・1.52.8一 一3.2↓ ヲ日♪「犬五」之圧≠～・巧ロナ形

3… 一42～2.5⊥ ブD月:≠

3～53～3.5垣 口♪1ノこ∫封∂{「　

5内 外 一 卵 状 長 だ 円 形

種

上をさ(mm)

△J

幅(mm)一 形 状

文 献

11

8

8～12

8

7～8

4.5

4.5～8

/4.珪表五犬羽馴到イへ形卵倒

形"'男巾佳伏F資
(

9ム
土f

日ノリ

口垣 /ノノ
.珪

/
ラrrJ

望ノで剖51ま カ・,1920

淫1手昌Ilま カ㍉1954

率イく,1960

〆{ヒ季重1ま、;カ・,1979
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図3.球 果の 測 定 個li斤

1」:長 さ、P:球 果柄 の 長 さ、D:最 大直 径 、

C:種 鱗 の 数 、S:果 柄 の 鱗 片 の 数 、W、:球

果 の気 乾 重 疑、W2:球 果の 絶 乾!嚢 量

大直 径 、種 鱗 数 な ど を測 定 した,測 冗i:個所 は 、 図

3の よ うで あ っ だ 、
'長 さは40 ～58mmで あ り、一平均 値 が48rnmで あった,,

最 大直 径 の'F均 ガ〔が35mmで あ った.こ れ らの 数 値

は 、 諸 一文献 の 数 値(表2)に 比 較 して 、 い ち じる

し くノくきい と い える。 卵 状 長 だ 円 形 タ イフ が 、 長

さ に お い で と くに 大 き か っ た(写 真3参 照)。

採 取 後1週 間 の球 果の 気 乾重llヒは 、 平均 が19g

で'あっ た が 、14～29gと い う範 囲 に あ 一)で、 良 果

で あ っ て も2倍 もの 差 が あ っ た 気 乾 状 態 で50日

間 お い た 後 、80℃ で24時 間 の絶 乾状 態 に した と こ

ろ、 そ の 平 均 重}霞 よ1ユgに 減 っ た(表3)。

果 柄

封之果 に は 、 知1か くて 太 い率丙(果 季丙、Peduncle)

がっ い で い た 。 そ の 長 さ と直 径 は、 次 の よ うで あ

っ た

平 均/最 小 ～ 最 一大

長:さ6.8/6.0～7.4mm

パ韮子釜6.7/5.7～7.3mm

果拳丙に1よ、/」・さ く敦寧い魚轟片▲(Scale)カ ご〆つい て

い た 、 こ れ は15個 く らい つ い て い て 、 長 さが4～

6mlnあ り、成 熟 果で'は脱 落:した き,のも あ っ た こ

れ は 、 雌 花 が 開 く ま での 保 護 物(花 芽 の 芽 鱗)と

み られ る、,

種 鱗

球 果 を む し って 、 種 鱗 、 果 季丙の 鱗 片 、 そ しで 種

」㌃を グ ル ー ピ ン グ し た ら 、 写 真4の よ う に な コた

種 鱗 の 形 状

種 鱗(果 鱗 、COIIe-scale)は 、L'卜 部 の 外 側 σ)

監1客11島1祁(APぐ)P}1ぎsis)、.ド'Fl祁(プ 壽}抹P、Scale-base)、

・.＼そ(Umbo) 、1'己 ノ}'}'(Transve1・seKeel)、 梗 部

写 真4.球 果 の解 剖

A:む しられ た球 果、B:不 稔種/な、C:不 稔 種

」なをもっ 項部の種 鱗 、D:成 熟種 ∫㌦を1個 もつ種

鱗 、E:成 熟 種fを2個 もつ種 鱗 、F:不 稔種fを

もつ基部 の種 鱗 、G:果 柄 の鱗片 、H:成 熟 種 」㌃

表3.球 果の 測 定:植(30個)

長 さ(mm) 直 径(mm)

35/32～41

種 魚轟 数 長て卓乞重圭ll:(9)

48/40一 一58* 53/43'一64 19/14～29

糸色・;i乞.重量(9)

11/9～12**

*平 均/最 小 ～ 最 ノく
,**10/固 の 値
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A

B

a

b1

b2

C

図4.種 鱗 の 各 部 分 の 名 称 と測 定 個 所

A:露 出 部 の 長 さ、B:包 鱗 の 長 さ、S:

包鱗 の 幅 、W:種 鱗 の 幅 、L:種 鱗 の 長 さ

(Pedice1)、 付 着 部(Junction)な どか ら構i成 され

て い る。

露 出 部 は 、 厚 く、 厚 さ2mmく らい あ り、偏 菱 形

を し、 細 か い 縦 溝 が走 り、 成 熟 ・乾 燥 す れ ば 褐 色

に な っ た 。 その 上 端 の へ そ は 、偏 菱 形 で 、 黒 褐 色

を し、幅 が4～7mm、 高 さが2～4mmで あ っ た。

露 出 部 は 、 竜 骨 を経 て 、 内側 に も狭 くみ ら れ た。

下 半 部 は 、 広 い 模 状 で あ り、 露 出 部 よ り薄 く、

暗 赤 褐 色 を し、 内 側 に2個 の 、 種 子 を抱 く凹 み が

図5.種 鱗 の サ イ ズ と成 熟 種 子 の位 置

A:種 子 をもつ厚い鱗片(種 鱗)、B:果 柄 の鱗片、

a:不 稔種子 をもつ頂部の種鱗 、b、:成 熟種子 を1

個 もつ上部の種鱗、b。:成 熟種子 を2個 もつ上～下

部の種鱗、c:不 稔種子 をもつ基部の種鱗

あ っ た(図4)。

種 鱗 は、 成 熟 して も 、 ほ と ん ど開 裂 せ ず 、絶 乾

状 態 に して も、 上 部 を除 くと、 種 子 が こ ぼ れ落 ち

な か っ た 。

種 鱗 の サ イ ズ

種 鱗 は 、 そ れ が球 果 に 占 め る位 置 に よ っ て サ イ

ズ が異 な った 。 そ れ で 、 こ れ ら を、 サ イ ズ と成 熟

種 子 の 数 と か ら、頂 部 、 上 部 、 上 ～ 中部 、 中 ～ 下

部 、 お よ び基 部 に区 分 した(図5)。

頂部 の 種 鱗 は 、平 均4個 と少 な く、 幅 が狭 か っ

た 。 基 部 の そ れ は 、 数 が 多 く、20個 く らい あ り、

小 さ く、 下 半 部 が発 達 せ ず 、 サ イ ズ に も大 小 が あ

表4.種 鱗 および包鱗の測定値(各 部10個)

位 置

種 鱗 包 鱗

数 1篭澱 長さ(mm) 幅(mm)
露篇 限 重さ(9)

長 さ(mm) 幅(mm)

頂 部4/3～7*

.上 部7/3～13

上～中部

中～下部

基 部

22/14～29

ロ

20/15～25

0

1

2

2

0

16/15～188/6～127/6～80.12**11/10～115/4～6

19/18～2013/9～179/8～100.18

20/19～2116/11～1910/9～120.22

21/19～2220/19～2111/9～120.28

10/6～159/4～15 0.05

11/10～127/6～9

12/11～146/5～9

11/10～126/4～9

*平 均/最 小 ～ 最 大
,

**気 乾 重 量
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って 、 そ の差 異 が3倍 に も な っ た 。

中 ～ 下 部 の 種 鱗 が 最 も大 き く、 長 さが21mm、 幅

が20mm、 露 出部 の長 さ が11mmあ り、 気 乾 重 量 が0.

289あ っ た(表4)。

全 種 鱗 数 の 平 均 値 は53個 で あっ た が、43～64個

の 範 囲 に あ り、 数 の 変 異 が か な り大 きか っ た 。 こ

の こ と が 、 各 球 果 の 成 熟 種 子 の数 に大 き く影響 し

て い た。

包 鱗

包 鱗(Bract-scale)は 、 暗 赤 褐 色 を し、種 鱗

の 外 側 に つ き、 膜 質 で 、 狭 いT字 形 な い し太 い1

字 形 を し、 長 さが11mm、 幅 が6mmほ ど で あ っ た

(図4、 表4)。

表5.種 子 の サ イズ(各20個)

区 分 長 さ(mm) 幅(mm) 厚:さ(mm)

大 粒10・%1?夢

小 粒9・3ζ 釜61、

6.9/6.1
～7 .4

5.4/4.8
～6 .6

5.4/4.7
～6 .2

4.8/3.5
～5 .6

全平均 10.0 6.1 5.1

種 子

種 子 に は 、 成 熟 種 子(Matureseed)と 、 不 稔

種 子(し い な 、Sterileseed)と が あ っ た 。1球

果 当 りの 成 熟 種 子 数 は 、平 均 が49個 で あ り、40～

60個 の 範 囲 に あ つ た。

種鱗の位置 頂部 上 部 上～下部 基部 計

成熟種子数07/3～1244/28～54049/40～65

以 下 に は 、 成 熟 種 子 に つ い て記 載 す る。

種 鱗 数 の 平 均 が53個 で あ り、1種 鱗 に2個 の胚

珠 が っ い た の で あ る か ら、種 子 の 成 熟 率 は46%で

あ っ た 。

図6.種 子 の 形 状 と測 定 個 所

L:長 さ、W:幅 、D:厚 さ

*平 均/最 小～最大

種 子 の 形 状

ハ イ マ ツ の種 子 は 、 ほ ぼ 倒 卵 形 で あ り、 無 翼 種

子(Winglessseed)で あ った 。 種 子 は 、種 鱗 に

対 して、 腹 側 が 帯 紫 褐 色 な しい暗 褐 色 を し、背

側 が褐 色 な い し淡 褐 色 を し て い た 。 両 者 の 境 界部

には 、 弱 い稜 が あ っ た。 腹 側 の 上端 部 の 内 側 に は 、

小 さ い黒 紫 色 の、 長 さ が1～2mmの 点(種 子 のへ

そ、Hilum)が あ っ た(図6)。

種 子 の サ イ ズ

種 子 の サ イ ズ は 、 球 果 の 大 き さ と、種 鱗 の 位 置

と に よ っ て異 な り、 下 部 の種 子 が大 き く、 上 部 の

もの が小 さい傾 向 に あ っ た 。

図7.種 子の 内部構造

A:背 側の外種皮を除 く、B:内 種皮 と

胚乳、C:胚 乳、D:胚 乳の縦断面
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表6.種 子の気乾重

気乾 重量 絶 乾 重量 種 皮 重量 胚乳・胚重量

(9)*(9)*(9)**(9)**

o・16ζ8:1§ ・
.13 0.075 0.072

*100個
、**10個(平 均0.147g)

良 果 の種 子 を、 大粒 と小 粒 と に分 け て 、 長 さ、

幅 お よ び 厚 さ を測 定 した ら、 表5の よ うで あった。

こ れ らの数 値 は 、 諸 文 献(表2)の 数 値 と ほ とん

ど差 が な い。

種 子 の 重 量 は 、 気 乾 が0.16/0.14～0.18gで あ

っ て 、絶 乾 で は100個 平 均 で0.13gと な っ た 。種

皮 が 厚 く、 固 くて 、 耐 乾 性 が きわ め て 大 きい と い

え る(表6)。

種 子 の構 造

種 子 を縦 切 り した 。 その 内 部 構造 は、 図7の よ

うで あ っ た 。

種 皮(Seedcoats,spermoderm)の 厚 さは 、

0.4mmく らい で あ っ た が 、 こ れ は 外 種 皮(Outer

seedcoat,episperm,種 殻,Testa)の 厚 さ で

あ る。 内種 皮(lnnerseedcoat,endopleura;

薄 被,Tegmen)は 、薄 く、紙 質 で、淡 褐 色 で あ っ

た。 外 種 皮 の外 側 に も、 と くに背 側 には 、 膜 質 の

付 着 物 がみ られ た 。

種 皮 お よ び胚 乳(Albumen)・ 胚(Embryo)の

気 乾 重 を測 定 した ら、10個 平 均 で は 、 そ れ ぞ れ、

0.075gお よ び0.072gで あ っ た(表6)。

胚 乳 は 、 黄 白色 を し、 脂 質 で 、食 用 に な り、 長

さ が8.7/8.2～9.3mmで あ っ た。

胚 は 、小 さ く、細 く、 長 さ が5mmく らい で あ っ

た 。

要 約

1981年9月.一 ヒ旬 に採 取 したハ イ マ ツの 球 果 お よ

び種 子 の 形 態 を測 定 して 、 次 の よ うな知 見 を得 た 。

1.知 床 峠 で は 、1981年 がハ イ マ ツの2年 生 球 果

の 豊 作 年 で あ っ た 。

2球 果 の 形状 と して 、 卯 形 の もの が 多 くみ られ

た。 その 測 定 値 は 長 さが40～58mm、 直 径 が32

～41mm 、 気 乾 重 量 が14～299、 絶 乾 重 量 が9

～12gで あ っ た。

3果 柄 は短 か く、 長 さ ・直 径 と も約7mmで あ り、

15個 く らい の 鱗 片 が つ い て い た 。

4.種 鱗 数 は1球 果 に43～64個 で あ っ た が 、 成 熟

種 子 をつ け た もの は 、 頂 部 と基 部 を除 き、17

～49個 で'あっ た 。

5種 鱗 の 測 定 値 は 、 中 ～下 部 の も の で は 、 長 さ

が19～22mm、 幅 が19～21mm、 露 出部 の 長 さが

9～12mm、 気 乾 重 量 が0.28gで あ っ た 。

6包 鱗 は膜 質 で 、 長 さが10～12mm、 幅 が4～9

mmで'あ っ た 。

7成 熟 種 子 数 は1球 果 に40～65個 で あ っ て 、 全

種 子 数 に 対 して46%の 成 熟 率 で あ っ た。

8成 熟 種 子 は 長 さが8～11mm、 幅 が4～8mm、

厚 さが3～6m㎡ 、気 乾 重 量 が0.14～0.18g、 絶

乾 重 量 が0.13gで あ っ た 。

9内 部 構i造で は 、外 種 皮 は 固 く、 厚 さが0.4mm

で あ り、 内 種 皮 は 薄 か っ た 。 種 皮 の気 乾 重 量

が0.0759、 胚 乳 ・胚 の 重 さが0.0729、 胚 乳 の 長

さが8.7mm、 胚 の 長 さが5mmで あ っ た。

付 記 チ ョウ セ ン ゴ ヨ ウ とハ イ マ ツ

この 両 種 は 、 成 熟 して も ほ とん ど開 裂 しな い種

鱗 を も ち、種 子 に翼 が な い(図8)。 従 っ て 、 これ

らの 種 子 散 布 は 、 動 物 に よ る隠 匿貯 蔵 方 式 以 外 に

は あ り え ない と考 え られ る。

両 種 の 球 果 お よ び種 子 を比 較 す る と、 チ ョウセ

ンゴ ヨウ は ハ イ マ ツ に対 して 、 球 果 の長 さ、 種 子

の重 さ、種 皮 の厚 さで2～3倍 大 き く、 球 果 の 重

さで は10倍 ほ ど も大 きい(表7)。

こ ヒで 、 隠 匿 貯 蔵 をす る動 物 を選 ぶ と(宮 木 ほ

か 、1980;清 棲 、1978;ほ か)、小 哺 乳 類 で は 、 エ

ゾ リ ス、 シ マ リス 、 エ ゾ ァ カ ネ ズ ミが、 鳥 類 で は

ホ シ ガ ラ ス が あ げ られ る。 こ れ らの小 動 物 は 、 球

果 の ま ま(部 分 的 に種 鱗 を除 く こ と も あ る)運 ぶ

の がふ っ うで あ る が 、運 搬 者 と球 果 の 重 量 が 問 題

と な る。 表7の 数 値 は 気 乾 重 量 で あ るか ら、 生 重

量 は これ ら よ り少 な く と も1.5倍 く らい 重 い はず

で ある。

小 動 物 の 体 重 は 、 お よ そ次 の よ うで あ る。

エ ゾ リス(Sc謝 粥 堀Zgα γぎ5)300g(宮 木

ほ.か、1980)

シマ リス(Tα7窺 α5s拍 〃♂c郡)106*9

エ ゾ ア カ ネズ ミ(湾 ρodelm郡 α∫衡)35～50*g

*中 田圭亮氏の資料 による。
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ホ シガ ラ ス(N初c加 αgαcα γッocαZαcZe3ノ α一

ρoη∫cα)145～213g(2青 棲 、1978)

こ れ か らみ る と 、 ハ イマ ツ の球 果 は ど の動 物 に

も運 ば れ るが 、 チ ョウ セ ンゴ ヨウ の 球 果 を運 べ る

の は 、 エ ゾ リ ス に限 られ る と み られ る。 た だ し、

種 子 を取 出 して運 ぶ こ とは 、 他 の3種 で も可 能 で

あ ろ う。 そ れ で も、lmmに も達 す る厚 い 種 皮 の た

め 、 ホ シ ガ ラス に は チ ョ ウセ ンゴ ヨウ の 種 子 を利

用 で き な い の で は な か ろ うか。

図8.ハ イマ ツとチ ョウセ ンゴヨウの 球 果 と種 子

A:ハ イマ ツ、B:チ ョウセ ンゴ ヨウ

表7.ハ イマ ツ とチ ョウ セ ン ゴ ヨ ウ の球 果 と種 子 の 比 較

種
球 果 種 子

長 さ(cm)直 径(cm)

文 献
気車響 長さ(mm)幅(mm)1盆 気乾重量(

9)驚1〆 糠

P加 π5ρ π魏∫Zαハ イ マ ツ4.0～5.83.2～4.114～298～114～83～60.14～0.180.440～65

P,肋 γα'θη3お チ ョウセ ンゴヨウ9～185～8100～350151070.60.950～170

本 研 究

宮 木 ほ か、
1980;1ま フう・
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'M
orphologicalstudiesontheconesandseedsofPゴ ηπ5pω7η ぬRegel

collectedattheShiretokoPeninsular,easternmostHokkaido.

Shin-ichiroSaito

HokkaidoForestExperimentStation,Bibai,HokkaidoO79-Ol.

Summary

TheShiretokoPeninsularisoneofthelargesthabitatofP加 窃spπmπ αinHokkaido.

InearlySeptemberof1981,largematureconeswerecollectedfromthepinethicket

attheroad-sideoftheShiretokoPassofRoute334,about7501mabovethesealeve1

(Fig.1).Outlinesofthethicketwere1.9to3.1祝incrownheight,6to16c7πin

trunkdiameteratO.3ηLhigh,and21to108inannualringsatO.2toO.5ηLhigh

abovetheground.

Theresultsstudiedwereasfollows:

1.Theyearofl981wasabearingyearofthebiennialconesofpineatthesitecolle-

cted.However,thisyearwasaoffyearoftheannualcones(Photo.1).

2.Matureconesweremainlyovoidinshape,brownincolor,40to58ηL祝inlength,

32to41?η ηLindiameter,14to29ginair-dryweight,and9to12ginheater-dry

weight(Fig.3,Table3andPhoto.3).

3.Thepeduncleofconewasthickandshort,about77π7ηbothinlengthandindiameter,

withsmall,thinscalesofabout15innumber.Thepeduncle-scarshaveremained

forseveralyears(Fig.3andPhotos.2,4).

4.Numbersofcone-scaleswere43to64percone,butmatureseedswerebornon17

to491argecone-scales.Topandbottumcone-scalesweresmallandboresterile

seeds(Fig.5andTable3).
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5.

6.

7.

8.

9.

10.

11.

Thecone-scalewasrhombate;theapophysiswasbrownandflat-rhombate
,theumbo

wasblack-brownandrhombate,andthescale-basewasdarkred-brownandcuneate
,

withapairofholesforseedsattheinnerside(Fig.4).

Thelargestcone-scales,situatedatthecentralpartofacone,wereabout27π ㎜

inthickness,19to227η η3inlength,19to217η ηLinwidth,9to127η7ηinapophysis

length,andO.288'inair-dryweight(Figs.4,5,Table4andPhoto.4).

Thebract-scalesweresmall,thin,darkred-brown,10to12η ～minlength
,and4

to97η7ηinwidth(Fig.4andTable4).

Numbersofmatureseedswere40to65percone,andtherateofseedmaturityper

conewas46%(Table4).

Matureseedswerewingless,obovoid,purplishbrownattheventralsideandbrown

atthedorsalside,witharidgeattheborderofbothsides,8to11珈 ηinlength
,

4to8鵬 ηzinwidth,3to6m7ηinthickness,0.14toO.18ginair-dryweight,

andO.13ginheater-dryweight(Fig.6andTables5,6).

Theouterseedcoatwashardandthick,0.4mminthickness,andtheinnerseedcoat

wasmembranous;bothseedcoatswereO.075ginair-dryweight.Thealbumenwas

8・7
.m祝inlengthandtheembry・was5観minlength;thealbumenandembry・

togetherwereO.072ginweight(Fig.7andTable6).

ConesofP加 π5μ 侃 παcanbe元ransportedforscatter-hoardingbytheredsquirre1,

Sc如 γπ5㌘ 配gα γ∫5(about300ginweight),theSiberiansquirrel,Tα 魏 ∫α3ε め ぎγ∫cπ5

(1009>,theJapanesefieldmouse,Apo(1e7η π5α ど飢6(408・),andtheJapanesenutcracker,

1Vπcガ γα8・αcα γツocαZαcZe5ブ αpoη ごcα(1809),butconesofP.ゐoγ α∫eη5おcannotbe

transportedbythemexcepttheredsquirre1,incomparisonofweightbetweencones

andtransporters(Fig.8andTable7).
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